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環境科学科卒業生による講演（ＯＧ講演Ⅰ） 

４月３０日（火），環境科学科２年生を対象に，環境科学科卒業生の亀

岡千裕さん（京都女子大・２回生），玉井心さん（京都府立医科大・２回

生）に講演していただきました。自分が通っている大学についての紹介

や高校時代の課題研究の内容，課題研究に対するアドバイス，後輩への

メッセージ等についてお話していただきました。講演が終わってからも

課題研究のアドバイスをもらう生徒たちの姿が印象的でした。 

以下，生徒の感想です。『環境科

学科の先輩たちに話を聞けて，とて

も良い機会になった。話を聞いて大学や今後の課題研究のことについて良い

情報を得ることができた。』『研究テーマはもう決まっているけれど，これか

らの実験が不安だったので，失敗を怖がらないでいいんだと思えてよかった

です。』『論文の引用方法があいまいなところがあったので，今日の発表を通

して，見たら良いサイトなどを知ることができた。』 

 

 
環境科学科卒業生による講演（ＯＧ講演Ⅱ） 

５月７日（火），環境科学科２年生を対象に，

環境科学科卒業生の福田桃花さん（和歌山大・

１回生），溝上幸太さん（和歌山大・１回生）に

講演していただきました。自分が通っている大

学についての紹介や高校時代の課題研究の内容，

課題研究に対するアドバイス，後輩へのメッセ

ージ等についてお話していただきました。二人

のプレゼンテーション能力の高さに生徒たちも

圧倒されていましたが，課題研究に対するモチベーションが向上したように見えました。 

 以下，生徒の感想です。『発表の仕方がとても参考になったし，ＳＳＨへの意欲も以前より高まった。』『課題研

究は決めたテーマについて研究して成果を出すことが真の目的ではなく，したいテーマを決めることやそのテー

マに真剣に取り組むこと，それを発表する力やまとめる能力などを向上させることが目的だということがよくわ

かった。』『今までの自分の課題研究に対する考え方が変わって，テーマ決めにつなげたいなと思った。今まで考

えすぎていたかもしれないと気づいて，ヒントにしていけそうだなと感じた。』『ＳＳＨの時間は研究の時間で難

しい，堅苦しいイメージもあったけれども，自分のしたいことをして，それをつきつめるために時間を使おうと

思った。』 

 

【６月の主なＳＳＨ事業の予定】 

６月 ７日（金） ラボツアーⅠ（ＳＰｒｉｎｇ－８）（１年生） 

６月１５日（土） ＫＯＹＯサイエンス教室（県内中学３年生対象）［新規事業です！］ 

６月２７日（木） 第１回向陽ＳＳＨ運営指導委員会＠本校 


